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何のために大学へ行くの？

第６回 高校生のための「大学」セミナー

開催趣旨  

 人生のスタートラインに立つ高校時代を有意義に過ごしていただくためのセミナーです。 

 高校、大学、社会人、大学生が、高校生のみなさんに、講演、ワークショップ、模擬授業、ディスカッシ

ョン････を最高の形で用意しました。 

参加者や講師とともにすごす３日間の楽しい宿泊セミナーの終わりには、人生の中で学ぶこ

との意味をつかむことができ、本当の学びへの意欲が湧いてくることでしょう。 

 今年は、第一日目に加盟 28 大学・短期大学の担当者による個別進学相談会を用意いたしました。

首都圏西部地区の大学、短期大学が一堂に会します。入試や入学後の情報を得るチャンスをお

見逃しなく！ 

  [期日] ２００８年 7月２３日（水）～２５日（金）[２泊３日] 

[会場] 独立行政法人 国民生活センター（神奈川県相模原市弥栄３－１－１） 

 このセミナーは２泊３日の「宿泊参加」によってセミナーの目的が達成されるよう企画されていますので、

「宿泊参加」をおすすめしますが、事情により宿泊が困難な方には、全日程・全プログラムの参加を条件と

して「通い参加」も認めています（全日程の参加が不可能な方は事務局にご相談ください）。 

 更に、自宅のパソコンからセミナーにご参加いただける「e-ラーニング参加」（100 名）も用意しています。 

 

首都圏西部大学単位互換協定会加盟大学一覧 (個別進学相談実施) （アイウエオ順） 

麻布大学・和泉短期大学・桜美林大学・大妻女子大学・神奈川工科大学・鎌倉女子大学・北里大学・國學院大学・

国士舘大学・相模女子大学・相模女子大学短期大学部・産業能率大学・松蔭大学・湘北短期大学・昭和音楽大学・

昭和音楽大学短期大学部・女子美術大学・女子美術大学短期大学部・高千穂大学・玉川大学・田園調布学園大学・

東京工芸大学・東京女学館大学・東京農業大学・東洋英和女学院大学・ヤマザキ動物看護短期大学・山野美容芸

術短期大学・横浜美術短期大学 
 

参加者の声（過去の参加者アンケートより）  

 

 

 

 

 

 

 

・ たくさんの講話が聞け、たくさんの大人の方や同年代の人とふれ合うことができ、とても新鮮だった。
大学生になる不安が少し和らいだ気もする。お金にはかえられない３日間になったと思う。 

・ 教養とは何か、素晴らしい話がきけてよかった。 
・ 普段できないことを体験でき、自分の高校だけでなく他校の人とも話せ、視野が広がり、いい勉強に

なった。 
・ 受験をする前に、自分が本当にやりたい事は何か、改めて考えて明確にできる貴重な場だったと思う。
・ このセミナーをもっとたくさんの人に知ってほしいです。大学に行く意味なぜ大学があるかを教えて

くれました 
・ 自分の知らない世界を知ることが出来た。また、色々な人の意見を聞くのは、本当におもしろかった。
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 セミナーの内容紹介  

 

 
１． 講演「大学で学ぶということ～入試の視点から」 

ＡＯ・推薦・センターなど、大学入試の視点から、大学が高校生へ送る、熱いメッセージを読み解く。 

 

２． 学習相談・個別相談会 
     予備校や首都圏西部に位置する私立大学・短期大学の入試の担当者による進学相談会。28 大学、１予備校が集まるまたとない

このチャンスにしっかり情報を得ておこう。 

 

３． ディスカッション「大学での学びとは？」 
  大学の学びにはどんなものがあるか、ディスカッションで考えよう。 

 

４． ワークショップ「低炭素社会 2030 年のビジョンを語り合おう 
                   ――こころ豊かな未来の私への処方箋」 

        石油燃料が確実に枯渇する未来社会。そんな未来に向けて、私たちが豊かに生きる「生き方」を考えてみよう。 

  

５．対談「宇宙科学と匠（たくみ）の世界」 

広大な宇宙に思いを馳せる科学者と、奈良の神社仏閣の建築に人生をささげる匠には共通の世界が存在する。人生のスタート

に立つ君に二人の話しをぜひ聞いてほしい。 

 

６．講演「夢と仕事と自分と社会」 
これから大学、そして社会へとはばたく君たちに、自分の夢をどう実現していくのかのヒントを与える。 

 
７．講演「生きること、それが私たちの仕事」 

経験豊かなカウンセラーでもある講師が、心の持ち方や生きることについてのアドバイスを自分の経験を交えて語る。 

 
８．宿泊者・特別プログラム「キャリア体験――映像制作体験」 

テレビ番組や映画はどのように制作されるのでしょうか。台本作りやカメラワークを体験し、映像作品を自分たちで作り 

映像制作を通じて表現することの面白さを体験できるグループワーク。 

 

プログラム 1 日目  7 月 23 日（水） （       内は宿泊者のみ） 

13：00～13：10 （10 分） 開会挨拶       若林 克彦（国士舘大学学長 ・首都圏西部大学単位互換協定会 会長）） 

ガイダンス   （首都圏西部大学単位互換協定会セミナー実行委員会事務局） 
      
13：10～14：10 （60 分）  講演 「大学で学ぶということ～入試の視点から」         早稲田塾講師 
 
14：10～14：20 （10 分）  休憩 
 
14：20～16：40 （140 分）  学習相談・個別大学相談会           （早稲田塾）（協定会全加盟大学） 
 
 
                                             
 
 
 
 
 
 

 
 
 

プログラム２日目 7 月 24 日（木） 

 

7：00～10：00  （180 分） 起床・朝食・休憩

16：40～17：30 （50 分） 入浴 
 
17：30～18：30     (60 分) 夕食 
 

18：30～            特別プログラム キャリア体験「映像制作体験」 

映像ディレクター     秋江 守吾人 （株式会社ＲＩＶＥＲＨＥＡＤ代表） 

映画プロデューサー  井戸    剛 （株式会社ベドラム代表取締役） 

10：00～11：30  （90 分）  ディスカッション「大学での学びとは？」        諸星 裕（桜美林大学教授） 

 

11：30～13：00   （90 分）   昼食 
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13：00～16：30 （210 分）  ワークショップ「低炭素社会 2030 年のビジョンを語り合おう！ 

――こころ豊かな未来の私への処方箋――」  

                                         渡邉 敦 (NPO 法人 かながわ環境教育研究会代表) 

13：00～13：15  (15 分) Step0 オリエンテーションとアイスブレーク 
13：15～13：55 （40 分） Step1 情報提供：現代社会の問題と低炭素社に向けた課題と夢 
13：55～14：00 （05 分）     （小休止） 
14：00～14：35 （35 分） Step２ ワークショップ１： 私たちが問題と思うこと 
14：35～14：50 （15 分）            共有 
14：50～15：00 （10 分）     （休息） 
15：00～15：45 （45 分） Step３ ワークショップ２： 2030 年のビジョン 
15：45～16：00 （15 分）     発表 
16：00～16：20 （20 分）     ディスカッションとまとめ 
16：20～16：30 （10 分） ふりかえり 

                   

 

 

 

 

                                                
                           

プログラム 3 日目 7 月 25 日（金） 
 

 

7：00～10：00  （180 分） 起床・朝食・休憩

16：50～17：30    （40 分）   入浴 

17：30～18：30   (60 分)  夕食 
 

18：30～           特別プログラム キャリア体験「映像制作体験」 

映像ディレクター   秋江 守吾人  （株式会社ＲＩＶＥＲＨＥＡＤ代表） 

映画プロデューサー 井戸    剛  （株式会社ベドラム代表取締役） 

10：00～11：30  （90 分） 対談 「宇宙科学と匠の世界」    

的川 泰宣 （JAXA 非常勤技術参与/NPO 法人子ども・宇宙・未来の会会長） 

              小川 三夫 （鵤工舎 舎主）  
 

 11：30～13：00 （90 分）  昼食 
 
 13：00～14：30  （90 分）   講演 「夢と仕事と自分と社会」 

      本城 愼之介 （株式会社音別代表取締役/仕事の学校実行委員代表） 

 

  14：30～16：00 （90 分）  講演 「生きること、それが私たちの仕事」 
加藤 彰彦 （ペンネーム：野本三吉）（沖縄大学教授） 

                                          
 16：00～16：30 （30 分）  セミナー修了証授与・閉会挨拶   

若林 克彦（国士舘大学学長 ・首都圏西部大学単位互換協定会 会長 ） 
           解散 
 

 

募集要項 

募集人員 先着順。①宿泊参加者 70 名(男女)    ②通い参加者（原則として 3日間参加）100 名 

③ e-ラーニング参加者 100 名 

 

対  象 高校生（大学生、保護者、教職員、予備校生等も可） 

 
申 込 方 法 締切日までに下記の手続きを済ませてください。 

①  裏面申込書をお送りください。申込みは e-mail、ホームページ、FAX、郵送のいずれかで。 

② 参加費（全額）を参加申込みと同時に下記郵便口座にお振込みください。 

口座番号：００１９０－０－６８４２８５ 加入者名：首都圏西部大学単位互換協定会 

＊ 振込み時の注意：「ご依頼人欄」に必ず「郵便番号」、「住所」、「氏名」、「電話番号」をご記

入ください。「通信欄」に「セミナー参加費」とご記入ください。 
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＊ 参加費は前納。 

＊ 先着順で参加決定にもれた方には前納された参加費を返金いたしますが、ご自身の都合

でキャンセルされた方にはお振込みの参加費の返却はできませんのでご了承ください。 

 

費用（全日程分）①宿泊参加：12,000 円（セミナー参加費・2泊 3日個室宿泊費・朝昼夕全 6食の食事代含む） 

   ②通い参加： 5,000 円（3日間通うことが原則。セミナー参加費・昼食 2食の食事代金含む） 

③e-ラーニング参加： 1,000 円（インターネットを利用し自宅のパソコンで時間制限なく参加可能） 

申込・問合先  ・e-mail   tannigokan@kokushikan.ac.jp 

   ・URL   http://www.shutokenseibu.ac.jp/  

    ・TEL  03-5481-3202   FAX 03-5481-5601 

・ 郵送  〒154-8515 東京都世田谷区世田谷 4-28-1 国士舘大学内  

首都圏西部大学単位互換協定会事務局「高校生のための大学セミナー」係 

申込締切 2008 年 7 月 18 日（金）。ただし、先着順に受付けて定員に達し次第締切ります。また定員に達し

ない場合は、当日まで受け付けることもありますので、事務局までお問い合わせください。 

 

 

第 6 回 高校生のための「大学」セミナー 参加申込書 
（郵送の方は、点線部分を切り取ってお送りください） 

    

氏 名（ふりがな）：                   （           ） 

 

生年月日：19    年    月    日生まれ 

 

高校生の場合・高校名： 国・     県・    市・私（いずれかに○）立 

   

            高校    年生 

社会人の場合：保護者・教員（学校名：        ）・その他（       ）（いずれかに○） 

 

性  別：男・女（いずれかに○） 

 

住  所：〒   －                                          

 

電  話： 携帯電話:                        

 

ＦＡＸ:                      

 

E-mailアドレス:                      

このセミナーを何によって知りましたか？（いずれかに○）:              

  １．新聞で  ２．高校で  ３．知人から  ４．インターネットで   

 ５. オープンキャンパスで(      大学・短期大学)   

６．その他（                           ） 

(切り取り線)

 

参加形態： 宿泊参加 ・ 通い参加 ・ e-ラーニング参加（いずれかに○） 


